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ご自由にお持ち帰り下さい 

糖尿病教室のご案内 

 当院では毎月２回、糖尿病教室を行っております。 

参加自由ですので、皆さまお誘いの上ご参加下さい。 

７月・８月の日程 

 ・７月１７日（金） ※７月は１回です。 

 ・８月１９日（水） ８月２９日（土） 

毎月違うテーマ・担当者でおこなっております。 

各回によって時間がことなります。 

ご興味をお持ちの方は、外来看護師にお声掛け下さい。 



 担当医師６名（日替わり、病棟兼務）、看護師１名、理学療法士３名、言語

聴覚士１名（病棟兼務）、介護福祉士５名、介護士２名、営繕１名（送迎）で活

動しています。 

 宜野湾市をはじめ隣接の市町村（対象外地域あり）を対象として、ご家庭ま

で送迎し、専属のスタッフによる充実した内容で、健康管理をしながら機能

訓練(リハビリテーション)を中心に食事、入浴、レクレーションなどで、日中

を楽しく過ごしていただけます。 

 見学や体験は随時受け付けていますので、気軽にご連絡ください♪ 

管理者代行 松並健治 

介 

 新年会、敬老会、忘年会などの

イベントに加え、神宮参拝やコン

サートなども不定期で開催してい

ます。６月にはご利用者さんに

ヴァイオリンを演奏していただき、

①故郷 ②みかんの花咲く丘 ③芭

蕉布を合唱しました。 



 はじめまして外科の山城敏光と申します。平成27年5月1日よりここ宜野

湾記念病院でお世話になっております。平成1年に琉球大学医学部を卒業後

は沖縄県立中部病院で外科研修、県立南部病院、県立宮古病院 県立北

部病院 県立南部医療センターと勤務してきました。これまで一般外科、外

傷・救急外科を主にやってまいりましたが、今回慢性期医療は初めてで、す

べてが新鮮に感じております。外科に関することは専門性を問わず、何かア

ドバイスできるかもしれません。よろしくお願いいたします。 

山城 敏光先生 

家庭での食中毒を防ぐ３つの原則 

 ニュースや新聞で集団食中毒の記事を目にすることがあります。実は家庭でも発生しています。家庭に

おける食中毒は症状が軽かったり、家族のうち全員に症状が出なかったりする場合もあるため、食中毒で

あると認識されないケースも少なくありません。 

 家庭での食中毒予防ポイントは、購入→調理→食べるまでの過程で細菌を「つけない」食材を触る前に、

触ったあとは丁寧に石鹸で手洗い。「増やさない」食材・冷蔵庫の温度管理。「やっつける」しっかりと加熱

調理、器具・食器の洗浄乾燥です。 

 もし、食中毒かな？と思ったら・・・嘔吐や下痢の症状は原因物質を排除しようとする体の防衛反応です。

市販の下痢止めなどをむやみに服用せず、早めに医師の診断を受けましょう。 

～鮭のホイル包み焼き～ 
材料（２人分） 

鮭の切り身 

しめじ 

玉ねぎ 

ピーマン ２枚 

1/2房 

1/4個 

塩・こしょう 

酒 

1/2個 

一摘み程度 

大さじ 1/2 

作り方 

① 酒は一口大に切り、塩・こしょう・酒をふり、しばらくおく。 

② しめじは根本を切り落とし、小房に分ける。玉ねぎは薄くスライス。ピーマンは細い千切りにする。 

③ ホイルを広げ①・②をのせてふんわり包む。 

④ ③をオーブン又はトースターで１０分～１５分焼く。 

⑤ ホイルをあけ、鮭に火が通っているのを確認し、ホイルごと皿に盛りつける。 

⑥ あつあつを食べる前に味付けはお好みで。 
塩分を抑えたい方は柑橘類や大根おろしや七味唐辛子を。 

さっぱり派はポン酢やドレッシングなどを。 

エネルギーが必要な方はにんにくとバターをつける。 




